
今月の表紙：朱鷺（佐渡市）

●ナスで地域を元気に！上越市に県内各地のナスが大集合！
～７月22日、上越ナスまつり～ ・・・・・・・P1

●ノウフク・アワード2023
多様で魅力的な農福連携（ノウフク）の取組を募集します・・・・・・P2

●日頃の農作業の安全を確認してください！
～９月、10月は令和５年秋の農作業安全確認運動の重点期間です～ ・・P3

●令和６年度農林水産関係予算概算要求の概要・・・・・・・・・・・・・P4

●経営所得安定対策等における自然災害等発生時の対応・・・・・・・・・P4

電子版はこちら👇

２０２３

９



1

新潟県は夏秋ナスの作付面積が全国１位です。しかもなんと、県内では色、
形、食感、味などそれぞれ特色を持つ在来品種が約20種類も栽培されていま
す。
そんなナスで新潟県を盛り上げようと、上越市の「NIIGATAナスサミット

実行委員会」では、イベントやプロジェクトに取り組んでいます。
今回、JAえちご上越の直売所「上越あるるん村」で「上越ナスまつり」が

開催されましたので、取材に行ってきました。

ナスで地域を元気に！
上越市に県内各地のナスが大集合！

～７月22日、上越ナスまつり～

新潟県には、えだまめ、アスパラガス、食用菊 etc、まだまだ県内外に自
慢できる農林水産物がたくさんあります。地域の特産品を活用して、直売
会・イベントの開催、新商品の開発など、地域を盛り上げていきませんか⁉

会場を訪れた人たちは、店内に並べられたナスの
在来品種の多さに驚き、特徴のある形や色に興味
津々でした。ナスの鉄板焼き試食コーナーでは、炎
天下にもかかわらずたくさんの人が焼きたて熱々
ジューシーなナスを楽しんでいました。中には「今
日の夕食のおかずにしよう」と早速ナスを購入して
いた方もいました。

「NIIGATAナスサミット実行委員会」では、地
域の小学校で特産ナスの栽培を通じて地場産野菜へ
の関心を育てる「ナス小学校プロジェクト」に取り
組んでおり、ナスまつりでは７校の児童が丁寧に育
てたナスとその成長過程の観察パネルが展示されて
いました。表彰式では、自分の学校の名前が呼ばれ
るたびに大きな歓声が上がっていました。

実行委員会の相澤会長は、「新潟県の夏秋ナスの
作付面積は全国第１位なのに、出荷量は10位以下
にとどまっている。県内はもとより全国の人にも新
潟のおいしいナスをもっと知ってもらい、買っても
らって新潟を元気にしたい。」とナスと地域への熱
い思いを語っていました。

ナスの直売会や試食会、小学生のパネル展示もありました

実行委員会の方々（中央が相澤会長）

ナスの鉄板焼き

ナス小学校プロジェクトのパネル展示
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https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/kouryu/230828.html

詳細、応募方法は以下のURL又は右のQRコードからご確認ください。

農林水産省では、農福連携の取組を国民的運動として推進していくために、
優良事例を表彰し全国に発信する「ノウフク・アワード」を開催しています。
今年も取組事例の募集が始まりましたので、農福連携に取り組まれている

皆さまからのご応募をお待ちしています。

募集期間
令和５年８月28日（月曜日）～令和５年10月20日（金曜日）

表彰対象者
農林水産業と福祉等の多様な人材が連携し、障がい者等が農林水産分野で能力を発

揮することによって、農林水産業と福祉が抱える様々な課題の解決、障がい者等の社
会参画、地域活性化の実現に貢献している団体等を対象とします。

多様で魅力的な農福連携（ノウフク）
の取組を募集します

https://noufuku.jp/award/?archive=1（外部リンク）

各団体の取組は以下のURLまたは右のQRコードで紹介されていますので、ぜひ
ご覧ください！

新潟県内の過去の表彰団体

【2021年 審査員特別賞】特定非営利活動法人立野福祉会（佐渡市）

【2021年 フレッシュ賞】CuRA！（新潟市江南区）

利用者と職員で自然栽培による農業や、生産物を使った菓子の販売を行う。水路
の清掃や除雪でも地域を支え、農山漁村振興交付金で開設した「アートサロン
和」は地域住民と障がい者の居場所であり、地域外との交流拠点ともなっている。

２つの福祉事業所から施設外就労を受け入れ。ハーブや在来種の野菜を栽培。近
隣農家の生産物と組み合わせて、加工品の生産・販売も行う。農福連携により生
産性が３倍以上に上がり、大ロットの発注等にも応えられるようになった。

【2020年 優秀賞】認定・特定非営利活動法人UNE（長岡市）

職員と、障がい者や高齢者、生活保護受給者らが、米や野菜の栽培のほか、食品
加工、農家レストラン、農家民宿など12事業に取り組んでいる。レストランや
民宿は、地域外からの訪問者やインターン生の利用もあり、交流機会の増加が利
用者の生きがいにもつながっている。

ちゅら

https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/kouryu/230828.html
https://noufuku.jp/award/?archive=1
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詳細は以下のURL又は右のQRコードをご参照ください。

https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/

農林水産省では、令和５年９月１日～10月
31日を令和５年秋の農作業安全確認運動の重
点期間とし、「徹底しよう！農業機械の転
落・転倒対策」をテーマに掲げ、農業機械作
業の事故防止に向けた取組を行っています。

県立村上桜ヶ丘高校では、農作業事故に関する調査・分析、市内
の農業者への声掛けなどの取組を行っています。令和4年の「農作
業安全ポスターデザインコンテスト」では、同校生徒が最高賞の農
林水産大臣賞を受賞しています。
桜ヶ丘高校の取組を紹介した資料やBUZZMAFF穂Click!の動画が

ございますので、ぜひご覧ください！

https://www.youtube.com/watch?
v=qWl5ddWNtD4

全国の令和３年の農作業事故死亡者数は
242人であり、前年と比べて減少してはいま
すが、まだまだ死亡事故が多い状況です。そ
の中でも、農業機械にかかる事故が７割を占
めており、「機械の転倒・転落」が機械事故
の主な要因となっています。
日頃から安全に気を付けて作業されている

と思いますが、慣れている作業でも思いもよ
らぬことをきっかけに大きな事故につながる
可能性もあります。農業機械に乗る際のシー
トベルト、機械の正しい操作方法など、この
機会に普段の作業を今一度見直してください。

https://www.maff.go.jp/j/seisa
n/sien/sizai/s_kikaika/anzen/at
tach/pdf/index-76.pdf

「農作業事故ゼロ」を目指す高校生の取組
（県立村上桜ヶ丘高校）

取組紹介の資料はこちら↓ BUZZMAFF穂Click!の動画はこちら↓

https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/
https://www.youtube.com/watch?v=qWl5ddWNtD4
https://www.youtube.com/watch?v=qWl5ddWNtD4
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/attach/pdf/index-76.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/attach/pdf/index-76.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/attach/pdf/index-76.pdf


皆さんこんにちは。新潟県拠点の齊藤です。
９月に入りましたがまだまだ暑い日が続いています。皆

さん体調管理にお気を付けください。
８月末に私用で北海道に行ってきました。初の北海道、

道、畑、トラクター、全ての大きさに感動です。ちなみに、
北海道も新潟と同じくらい暑かったです ( ˊᵕˋ ; )
今月も最後まで読んでいただきありがとうございました。

北陸農政局新潟県拠点地方参事官室
〒９５１－８０３５ 新潟市中央区船場町２－３４３５－１
ＴＥＬ ０２５－２２８－５２１６
ホームページ https://www.maff.go.jp/hokuriku/nousei/niigata.html

北陸農政局新潟県拠点では、「現場と農政を結ぶ」業務を通じて、地域の皆様
にタイムリーに農政に関する情報をお伝えするとともに、農業現場の抱える課題
や農政に対する意見をきめ細かに汲み上げ、各種施策につなげていくこととして
います。
地域の農業者（地域の担い手や若手農業者、女性農業者など）の方の集まり等

で、「農業施策の〇〇について聞きたい。」といったご要望がございましたら、
直接伺ってご説明いたします。
ご遠慮なく、お気軽に下記へご連絡ください。

お問い合わせ

＜編集後記＞

https://www.maff.go.jp/j/budget/r6yokyu.html
詳細は以下のURL又は右のQRコードからご覧ください。

令和６年度農林水産関係予算は、令和５年６月２日に決定された「食料・農
業・農村政策の新たな展開方向」を踏まえ、食料安全保障の強化、環境対応、人
口減少への対応の３本柱を中心に、総額で２兆7,209億円（対前年度比20％増）
の要求となっています。
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今年の夏は県内各地で猛暑日が続き、高温・渇水による農作物への被害が発生
しております。９月６日の県の報道発表では、農作物全体で1,181haの被害が発
生していると公表されているところです。
畑作物の直接支払交付金及び水田活用の直接支払交付金については、自然災害

等により減収または収穫が無かった場合でも一定の条件を満たせば交付対象とな
ります。この場合、被害状況等の確認が必要になりますので、必ず関係機関（地
域農業再生協議会、農業共済組合、市町村、ＪＡ等）にご相談ください。

https://www.maff.go.jp/hokuriku/nousei/niigata.html
https://www.maff.go.jp/j/budget/r6yokyu.html
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